
 

                 

 

 

 

 

 

 

南が丘小学校が開校し、３０年近く経ちますが、

今年の修学旅行はこれまでの６年生が行ったこと

のない初めてのコースとなりました。コロナ禍の

中、県内の志摩・鳥羽方面コースとなり、見学地も

おなじみの志摩スペイン村や海の博物館など。宿

泊先は、２０１６年に開催された伊勢志摩サミッ

トの会場地の賢島。安倍首相が伊勢志摩サミット

の際に議長国会見の会場となった賢島宝生苑。 

子どもたちは、２日間、仲間と一緒に寝食を共に

し、見学先での初めての体験や、改めて見学地の良さを再発見したことと思います。

また、子どもたちは、普段見ることがなかった友だちの表情を見たり、楽しい思いを

一緒に共有したり、そしてちょっとした友だちのやさ

しさを感じることなどをとおして、これまで以上に仲

間としての絆が深まったことと思います。新しい生活

様式の中での修学旅行、これはこれで一生の思い出に

なると思います。 

さて、６年生の保護者の皆様には、修学旅行に関し

て随分ご心配をされたことと思います。でも、６年生

全員が参加でき、それぞれの見学先では、思う存分楽

しみ、無事に帰ってきました。本当にご支援とご協力

ありがとうございました。 

 

 

デイキャンプと言えば、例年であればかまどを設営

しご飯を炊き、カレーのルーは家庭科室で調理をし、

カレーライスを作ってきましたが、今年は調理時や食

事の際、密になる状況をできる限り作らないよう、市

販のカレーライスを調達し、小グループでいただきま

した。その分、レク活動の時間をたっぷりと取って、

各クラス提案のいろいろなゲームや先生方を交えて

のドッジビー大会などで盛り上がりました。 

キャンプと言えば、キャンプファイヤーですが、直前

になって雨が降り出したことから、体育館でのキャンド

ルセレモニーとなりました。厳かな雰囲気の中、火の女

神（大屋教頭）の入場から始まり、体育館中央のキャン

ドルに火が灯されると、いっそう神秘的な感じがしまし

た。 

その後は、各クラスのスタンツ（出し物）で楽しみま

した。子どもたちはそれぞれの役割の責務を果たすこと

で、達成感を感じていました。一つの行事をとおして、

子どもたちの成長を見ることができるのは、本当にうれ

しい限りです。 
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令和２年１０月１日 

修学旅行編（9/14～15） 

デイキャンプ（9/18） 



 

９月に入り、６年生の家庭科ではトートバックづ

くりに取り組んでいます。ミシンを使う場面では、

学習支援ボランティアさんにご協力をいただいて

います。ミシン作業の際、ボランティアさんの的確

なアドバイスと作業補助でスムーズにトートバッ

クづくりに取り組めています。子どもたちのトー

トバックは、とてもしっかりとしたすてきな作品

になりました。 

１０月からは５年生のエプロンづくりの支援に

も来ていただく予定になっています。 

また、３年生の現場学習では、校区内のルーテル認定こど

も園、石水博物館、松林工業、アールベルアンジェ三重の４

つの施設に見学に行きました。それぞれのグループにボラ

ンティアさんがついてくださり、往復の道中の安全に気を

配っていただきました。ボランティアの皆さんこれからも

よろしくお願いします。 

 

 

もうすぐ運動会で徒競走があります。「走るの嫌だな」、「走るの苦手だから徒競走

なかったらいいのに・・・」って思っている人もいると思います。絵本作家の五味太

郎さんが、子どもの疑問や質問に答えた『じょうぶな頭とかしこい体になるために』

という著書を出しています。その中に、「なぜ友だちと競争しなくてはいけないだろ

う」という子どもの疑問に、五味さんは以下のように答えています。 

 

 

 

学習支援 

≪１０月の主な行事予定≫ 

 ５日（月）SC（スクールカウンセラー）来校日 

8日（木）小中あいさつ運動（～9日） 

9日（金）1年生遠足（予備日 16日（金）） 

１２日（月）SC（スクールカウンセラー）来校日 

１４日（水）引き渡し訓練 

１９日（月）SC（スクールカウンセラー）来校日 

２０日（火）運動会（予備日 27日（火）） 

２２日（木）２年生遠足（予備日２９日（木）） 

２６日（月）SC（スクールカウンセラー）来校日 

２９日（木）３年生社会見学 

３０日（金）４年生社会見学 

 

競っているうちにうまくなったり、勝ちたくて頑張っていたらおもしろくなっ

たり、負けて悔しかったので工夫するようになったりすることはよくあることで、

競争そのものが悪であるとは言えない。（中略）競争がいつも価値を持てる方法が

一つある。自分と自分が競争することです。自分の理想や目標などに対して自分

で競う。例えば、２５ｍ泳げるようになることが目標なら、その目標を立てた自

分に競争する。泳げないうちはまだ負け、泳げたら勝ち。これは価値があります。

自分が満足できる歌い方ができるまで自分と競う。途中で他人がほめても、自分

で気に入らなければ負け。これはすごい。きびしいけどかっこいい。それをあえ

て友だちと競争するなら、「どちらが自分に厳しく自分と競争しているかを競争

する」ということになります。 

※５のつく日は、安

全５の取組がありま

す。５のつく日がお

休みの日は、お休み

明けの授業日になり

ます。 
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